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第1号議案　　　　　平成２６年度活動報告
平成26年度の取り組み
東日本大震災から4年4か月が経過し、沿岸被災地の復興工事は、多少変化が見えるようになって来ました。災害公営住宅の建設が着実に進んでいる様子がある一方、住民の流失が続き、予定着工戸数の見直しや、完成後に入居者が埋まらず空き部屋が発生するなどの状況が見られるようです。また、依然として、地価の上昇や人手不足が続き、住宅建築費は震災前の1.5～2倍以上と被災者に大きな負担となっています。先の見通せない中、被災者のみならず、多くの被災商工業者が歯を食いしばりながら、一日も早い復興を祈るような気持ちで毎日生活しています。そして、一般市民や高齢者、障がい者においても、消費増税後の景気の落ち込みが追い打ちをかけている中で、さらに、新年度５月には、政府は復興事業の地元一部負担を打ち出すなど、被災自治体や住民の復興意欲に水を差す方針であると言わざるを得ず、将来への不安が増大している状況にあります。

そのような中、被災者・避難者は、被災地にあっても内陸に避難していても、年月が経過すればするほど、壊滅したふるさとへの哀惜と郷愁の思いが募り、明日への希望を見失わないよう、家族を支えながら生活再建に向けて闘っている状況が続いています。

さて、今年度、ふくし岩手が重点事業として取り組んだイベントについて報告します。

まず初めに、震災直後から陸前高田市で始まっている、津波到達地点への桜の苗木の植樹活動を実践している団体が、「大震災の風化の防止・防災意識の喚起を呼びかけたい」という主旨からドキュメンタリー映画「あの街に桜が咲けば」の自主上映会を全国に呼びかけていることを知り、その主旨に賛同して実行委員会を作り上映会の誘致を決めました。

約４か月の準備を経て、昨年７月１９日、「あのさく全国上映プロジェクトin盛岡」が上田公民館大ホールにおいて開催されました。上映後は、同映画撮影監督の小川光一氏並びに「認定NPO法人桜ライン311」代表の岡本翔馬氏による講演会が行われ、多数の来場者（約200名）の共感と感動を呼んだこのイベントは、多くのマスコミが報道してくれるなど、大きな反響となり成功を収めることが出来ました。

この上映活動が、他団体主催として、９月にはふれあいランドで、今年2月は、盛岡八幡宮参集殿において、第２弾、第３弾の上映会と講演会として実施され、市民県民への大きな広がりを見せたことは、当会としても意義深い大きな成果であると思います。

次に、昨年秋に実施された貯筋運動（健康づくり・介護予防）教室について報告します。

当会の佐藤明事務局長と古水健吾幹事は、岩手県鍼灸マッサージ師会会員でもあることから、ほかに７名の鍼灸マッサージ師会会員にも協力いただき、上田公民館視聴覚室を会場に、9月から11月の毎週水曜日に全７回教室を開催しました。健康増進の目的と介護予防の啓発をねらいとし、東洋医学を活用した体操やストレッチの指導を行いました。

教室で覚えてもらい、自宅で出来るやさしい運動法を、毎日継続してもらえるよう工夫しました。また、マッサージ施術による心と体の若返りを図ることが出来たとして、大変好評を頂きました。主な声としては、寝つきが良くなった。体脂肪が減った。慢性の肩こりが軽くなった。苦痛が出ても、体操を行ったら症状が治った。そして、次回開催を望む声も多く寄せられました。

教室の初回と最終回には、体力測定の数値を記録して変化を比較したところ、大半の方が改善もしくは改善傾向が見られていました。期間は、約２か月半でしたが、体操・運動の習慣化と継続により、身体機能の維持向上が図られ、日常動作の不便、不自由の予防となることは明らかであり、今回の貯筋運動（健康づくり・介護予防）教室の取り組みは、高齢者の健康長寿に向けたサポートや地域福祉活動の実践としても大きな成果といえます。

この事業は、岩手県共同募金会・住民支え合い活動助成金を受けて実施することが出来たことを改めて付記させていただきます。

３点目は、１１月２２日に行われた、陸前高田市の「認定NPO法人桜ライン311」が実践している、津波到達地点への桜の植樹会に、当会会員８名がボランティアとして参加したことです。前述の通り、７月に行われた映画の上映会と熱い講演を聞き、是非植樹に参加したいという声が盛り上がったことと、上映会の際に寄せられた市民の募金とイベント残金等を合わせて、寄付として届けることが目的でもありました。

この日は、急斜面での慣れない作業でしたが、事前のレクチャー通り、しっかりと植えることが出来ました。また、全国からボランティア参加者が１２０名集まっていました。

4点目は、3.11 「祈りの灯火2015」～これからも共に～の実行委員会に参加したことです。もりおか復興支援ネットワークが実行委員会を作り、盛岡市からの委託事業となったものです。当会では、主に、灯篭製作用の牛乳パックを集める担当になり、目標数を大きく上回るおよそ2,800個を集めるなどの協力をしました。お陰で、当日は市内を始め、全国から支援をいただいて、1万2千個の灯篭を灯すことが出来ました。イベントは、あいにくの悪天候の中でしたが、多くの市民が訪れ、哀悼の祈りを捧げる一日となりました。
5点目は、今年6月21日に、大船渡市越喜来地区杉下仮設住宅を訪問して、「健康体操教室とマッサージ」が開かれ、少しでも健康生活の一助になればとの願いから、岩手県鍼灸マッサージ師会とNPO法人夢ネット大船渡のご協力をいただき実施しました。　

経絡の話や経絡ストレッチを利用した、肩こりや腰痛の予防体操と4つの貯筋運動を紹介し、マッサージも行いました。終わりには、参加者全員が笑顔で「ありがとう」を口々に述べてもらいました。

教室終了後、場所を移し、ふくし岩手から千葉健一代表と岡崎正道幹事、古水健吾幹事、佐藤明事務局長、夢ネット大船渡は岩城恭治理事長と池内さん、鍼灸マッサージ師会の３団体から合わせて8名が参加し、親睦交流と情報交換を通し、今後の連携に向けて有意義な集まりとなりました。
以上、5点について報告しましたが、いずれも「ふくし岩手ニュース」に記事として詳しく掲載しました。これを、今年度は5回発行しており、会員への郵送と当会ホームページに掲載し、市民への情報公開と広報活動の充実化に務めました。

最後に、うたごえ喫茶を今年度は10回開催し、通算27回目となりました。これは、高松の池うたごえ喫茶実行委員会として実施されていますが、ふくし岩手が主体となっているものです。運営面での課題はあるものの、参加される「うたごえ好き」の皆様の笑顔や喜ぶ姿を活力にして、毎回うたごえ仲間と明るく楽しく元気な一時を過ごすことが出来るふれあいの場として定着しています。

以上、全会員の皆様の多大なるご支援の下に、大きな前進がみられたことをご報告し、一年間のご協力に対しまして、心から感謝を申し上げます。

　

第1号議案-２　　　平成２６年度活動記録報告
主な経過報告
平成２６年 

７月　５日　　定期総会開催、１８名出席、委任状８名。

　　　　　　　　　 　交流・懇親会、２１名出席。（薬王堂緑が丘店２階）

７月１２日　　「あのさく全国上映プロジェクト in 盛岡」第5回実行委員会開催。
８名参加。（薬王堂緑が丘店２階）

７月１３日　　第19回うたごえ喫茶の共催。（風の又三郎）

７月１９日　 「あのさく全国上映プロジェクト in 盛岡」開催。参加者200名。

　　　　　　　　（盛岡市上田公民館ホール）

７月２９日　　岩手県共同募金会より、助成金入金される。

７月３０日　　「あのさく全国上映プロジェクト in 盛岡」第6回実行委員会開催。
９名参加。（カフェ・カムオン）

８月　１日　　ふくし岩手ニュース８月号（第12号）発行

８月  ７日　　もりおか復興支援ネットワーク８月例会に、佐藤事務局長出席。

（もりおか復興支援センター）

８月１０日　　第20回うたごえ喫茶の共催。（風の又三郎）

９月  ４日　　もりおか復興支援ネットワーク９月例会に、佐藤事務局長出席。

（もりおか復興支援センター）

  ９月１４日　　第21回うたごえ喫茶の共催。（風の又三郎）

９月１７日　　第1回貯筋運動教室開催、参加者17名。（上田公民館）

９月２０日　　ボランティア祭り参加3名、「あの街に桜が咲けば」上映会と小川光一監督講演会。（ふれあいランド）

９月２４日　　第2回貯筋運動教室開催、参加者16名。（上田公民館）

１０月　１日　　第3回貯筋運動教室開催、参加者17名。（上田公民館）

１０月１２日　　第22回うたごえ喫茶の共催。（風の又三郎）

１０月１５日　　第4回貯筋運動教室開催、参加者15名。（上田公民館）

１０月２２日　　第5回貯筋運動教室開催、参加者16名。（上田公民館）

１０月２９日　　第6回貯筋運動教室開催、参加者13名。（上田公民館）

１１月　５日　　第7回貯筋運動教室開催、参加者15名。（上田公民館）

１１月　９日　　第23回うたごえ喫茶の共催。（風の又三郎）

１１月１８日　　もりおか復興支援ネットワーク、「3.11祈りの灯火」第1回実行委　　　

　　　　　　　　員会に、岡崎正道幹事出席。（もりおか復興支援センター）

１１月２２日　　「桜ライン311秋の植樹会」に、会員８名参加。（陸前高田市）

１２月　１日　　ふくし岩手ニュース12月号（第13号）発行。

１２月　２日　　第1回役員会開催、５名出席。（喫茶カム・オン）

１２月　４日　　「3.11祈りの灯火」第2回実行委員会、もりおか復興支援ネットワーク12月例会に、岡崎正道幹事、佐藤事務局長出席。
（もりおか復興支援センター）

１２月１４日　　第23回うたごえ喫茶の共催。（風の又三郎）

平成２７年

１月　１日　　ふくし岩手ニュース新春1月号（第14号）発行。

１月　８日　　もりおか復興支援ネットワーク定例会並びに「3.11祈りの灯火」～これからも共に～第3回実行委員会に、佐藤事務局長出席。

（もりおか復興支援センター）

１月２８日　　「3.11祈りの灯火」～これからも共に～第4回実行委員会に、佐藤事務局長出席。（もりおか復興支援センター）

（12月～１月にかけて、灯篭制作用牛乳パック約2,800個収集）

２月１９日　　「3.11祈りの灯火」～これからも共に～第6回実行委員会に、佐藤事務局長出席。（もりおか復興支援センター）

３月　１日　　ふくし岩手ニュース3月号（第15号）発行。

３月１１日　　「3.11祈りの灯火」～これからも共に～イベントに、千葉健一代表、岡崎正道幹事、佐藤事務局長参加。（もりおか歴史文化会館前広場）

３月１５日　　第24回うたごえ喫茶の共催。（風の又三郎）

４月１２日　　第25回うたごえ喫茶の共催。（風の又三郎）

４月２５日　　第2回役員会開催、４名出席。（喫茶カム・オン）

５月１０日　　第26回うたごえ喫茶の共催。（風の又三郎）

６月　１日　　ふくし岩手ニュース6月号（第16号）発行。

６月１４日　　第27回うたごえ喫茶の共催。（風の又三郎）

６月１７日　　第3回役員会開催、5名出席。（岡崎研究室）
６月２１日　　健康体操教室とマッサージボランティア実施。ふくし岩手から千葉健一代表、岡崎正道幹事、古水健吾幹事、佐藤事務局長、岩手県鍼灸マッサージ師会から2名、NPO法人夢ネット大船渡から2名、教室受講者8名を含む18名参加。（大船渡市越喜来地区杉下仮設住宅集会室）
同日、教室終了後、前記３団体による、復興支援団体昼食交流会を実施。
（民宿・嘉宝荘）

６月３０日　　平成26年度会計監査実施。北田治子監事、佐藤明事務局長、佐藤典子会計担当出席。（佐藤事務局長自宅）
第2号議案　　　　　平成２６年度決算報告　
（単位　円）
収入の部
前年度繰越金
    　　     249,715    　
年会費　　　　　   
　   　31,000　　31名




寄付
　　　　   　　　　　 4,000
   遠藤俊氏、小平芳孝氏
　　　　　　　　

懇親会会費
   　　　　　 21,000　　21名　　　　

参加費
         　　　　　 218,500　　あの街に桜が咲けば上映会
雑収入
         　　　　　  67,741　　あのさく募金
県共同募金会     　　　    100,000　　貯筋運動教室
預金利息
                  56　　岩銀・緑が丘支店　　



交通費
                     10,000　　祈りの灯火実行委員会より・牛乳パック収集

収入合計
　　　   　  702,012  
支出の部
通信費
　　　　　         　16,735　　はがき・切手代など
事務費
　　　　　　　　　 　14,987　　コピー用紙代、インク（黒、カラー）代
印刷費　　　　　　　　　  　11,094　　ふくし岩手ニュース、各種資料チラシ類

飲食費
                     64,012　　総会懇親会、貯筋運動教室飲物
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 復興支援団体昼食交流会
会場費
　　　　　           23,410　　薬王堂２階貸室、上田公民館ホール、同視聴覚室
会議費
　　　　　           11,474　　役員会、実行委員会お茶代

交通費
　　　　　　　　　  127,200    小川氏、岡本氏、桜植樹会、貯筋運動教室指導員
                                      岡崎幹事（大船渡・健康体操教室）
謝金
              　　 　62,000    貯筋運動教室指導員、大船渡・健康体操教室4名
寄付
         　　　　   150,000    認定NPO桜ライン311へ
県共同募金会返戻金
       11,280　　助成金の残金
雑費
                     36,090    ボランティア保険代、うたごえ喫茶への助成
                                      ホームページ年間管理費など
支出合計　　　　　　　　   528,282　
収入合計 702,012 － 支出合計528,282 ＝173,730
――――――――――――――――――――――――――――――――――――
≪監査報告≫
佐藤事務局長宅において監査した結果をご報告します。

帳簿、通帳、領収書等について、適正に処理されていることを報告します。
平成　２７　年　６　月　３０　日
監事　　北　田　治　子　　印

第3号議案　　　　　　　平成２７年度活動方針（案）
はじめに
東日本大震災から４年目を迎えた３月１１日、公会堂で追悼の式典が行われ，続いて１万２千個の灯篭で、犠牲となった方々のご冥福を祈りました。被災地の復興は、緒についたばかりであり、今日なお、仮設生活を強いられている方々の健康が危惧される状況にあります。政府は、「日本国の威信にかけても、被災地の復興は最重点課題」として取り組む決意を表明してきたはずですが、今年度から被災自治体にも財政負担を強いようとしており、被災地の人々の復興への意欲喪失につながるものであり、絶対に容認できません。
　４月２５日、ネパールの首都カトマンズ北西約８０キロを震源とする、震度７.８の大地震が発生しました。被害は、インド、中国にも及び、犠牲者は、日を追って増え続けています。世界中、どこにでも起こり得る災害の恐怖を感じ、改めて災害から身を守る訓練や防災意識を喚起させる行動を続けなければなりません。
日本は、戦後７０年間、平和を享受してきました。第２次世界大戦の教訓による平和と基本的人権を基調とする平和憲法の精神を世界に向けて発信し、その平和希求の理念は、ノーベル平和賞候補にも挙げられています。しかし、安倍政権は、憲法改正や集団的自衛権を圧倒的な国会議員数をバックに断行しようと目論んでいます。平和の願いをしっかりと後世に伝えて行くことが今に生きる私たちの願いです。時の政府の判断の誤りと失政のつけを、私たちは厳しく点検し、歯止めをかけていかなければなりません。
アベノミクスによる株価高騰など、景気が順調に伸びているという声も聞かれます。けれども、本当にそれを信じて良いものでしょうか。一握りの大金持ちと、年収２００万円以下が４割にもなろうとする世情をどう説明してくれるのでしょうか。
ふくし岩手は、国民の生命を守り、全ての人々が幸せに暮らせる社会（国・地域）の構築を求めてやみません。被災地域のより早急な復旧・復興を、国・県に強く求めていかなければなりません。
絆で結ばれた共生社会の深化・拡充を岩手・盛岡から全国に向けて粘り強く発信していこうではありませんか。
「ふくし岩手」の政策課題と対応方針及び指針
1.　真の「ふくし社会」の実現をめざす取り組み
1）岩手県・盛岡市を模範的な福祉社会構築をはかり、そのための施策推進を期していく。第1に少子高齢化社会において、全ての人が住み良く安心して生存でき、希望と活力の生まれる社会をめざす、様々な活動を支援します。
2）高齢者の持つ知恵と経験を「ふくし社会」構築に生かすと共に、青年、女性、障がい者・難病患者等が共に暮らせる共生・共存の地域づくりを進めます。
3）地方分権・地域主権体制の真の確立の中で、年金・医療・雇用・産業・企業農林漁業など福祉社会を実現します。
2.　安心して暮らせる岩手県・盛岡市の創生をめざす取り組み
1）被災地の早期復興と新しい街づくりに展望のある施策を求めるとともに、沿岸被災地域・被災者、盛岡周辺地域避難者に対する支援を継続します。
2）防災体制の確立をめざし、災害に対する備えとバリアフリ一の避難施設の構築を求めます。
3）防潮・防波堤、河川の堤防、がけ崩れ・土砂災害等の対策を急ぎ、子子孫孫に至る万全な県土・国土の防災体制の達成に努めます。
4）安心・安全な食と食料自給率の向上を図るため、田・畑等の耕作放棄地の復活を図り、作付が容易な食料の増産に努め自給率を向上させます。
３.　原発から省エネ・新エネの構築を
1）脱原発をめざし、新エネルギ一対策の推進をはかり、再生可能エネルギー（太陽光、地熱、風力、波力）、クリーンエネルギ一等の開発事業を支援します。
2）そのため、行政機関に研究開発に向けた部局を設置するよう求めます。
4.　教育に投資を
1）未来を築く子ども・青年の人づくりは、未来の県土づくりのキーワードである。少人数学級の推進（当面は32人学級）をはかります。
2）引き籠り青年の社会参加のための場づくりなど、人を育み、社会に貢献できる人材育成に努めます。
3）岩手の生んだ傑出した先人に学び、偉業を街づくり県土づくりに生かしていく。歴史と人と文化を、県政・市政発展の基礎に置く施策を進めます。
5.　福祉の充実
1）高齢者、身障者、女性等が安定した生活が保障される社会の構築を目指します。
2）高齢者の福祉と生活安定に向け、岩手県年金受給者協会との連携をはかります。
3）弱者の社会参加を促進し、人権を守っていくため、法整備とあらゆる差別の撤廃を実現します。
6.　平和体制の一層の拡充を
1）全世界に平和思想を普及させていくことが、戦後の日本の骨格であり使命です。世界に平和の理念を発信すると共に被爆国日本から核廃絶、軍備縮小、基地撤廃など国際社会の理解と賛同を得るよう発信していきます。
7.　快適な住環境整備を
1）人口減に歯止めをかけるため、若者が定着できる住環境整備と雇用確保対策を県政・市政の重要課題とする。そのため、安価な住宅の建設や空き家を活用した住環境整備を目指します。
2）企業誘致、地場産業の育成を強力に推し進め、若者の県外流出を防ぐ。そのため、庁舎内に横断的な「雇用推進対策会議」設置を求めていきます。
3）積雪や凍結路から県民・市民の冬期間のくらしを守る。
4）生活道路の改修を実施するとともに、鉄道踏切の設備改善、高架橋、ガードレール等の工事を進めます。
8.　政治参加を促す取り組み
1）県民・市民の政治参加により開かれた県政・市政を進めます。そのため、各種選拳に際し、政策協定、候補者の擁立・推薦・支援などを行ない、ふくし社会の拡充と民主主義の発展に寄与していきます。
2）経済状況を活性化させるため、消費税増税の撤回を求めます。
9.　ふくし岩手の活動
1）「ふくし岩手ニュース」を随時発行し、活動の様子を会員・被災者・一般市民に紹介する。
2）ホームページを活用して、活動を広く県民・市民に公開する広報媒体として、より一層充実させ情報発信を図ります。
（ふくし岩手ホームページURL:http://hukusi-iwate.jimdo.com/）
3）復興支援活動として、「認定NPO法人桜ライン311」の桜の苗木植樹会（11月実施予定）に参加協力することで、大震災の風化防止と防災意識の喚起をはかる。
4）「うたごえ喫茶」の共催を継続し、地域ふくし活動の輪をより一層拡げていきます。
5）復興支援団体や各種ボランティア団体との交流と連携を強め、被災地や内陸避難者支援活動をより強化していきます。
――――――――――――――――――――――――――――――――――――

第4号議案　　　　　　　平成２７年度事業計画（案）
主な取り組み及び支援活動
（1）被災地復興支援活動
・健康づくり体操教室開催
・桜の苗木植樹会（11月）

・随時沿岸被災地域を視察訪問
・復興支援団体との交流と連携
（2）うたごえ喫茶の共催
・実行委員会による主催・運営
・開催日：毎月第２日曜日 午後2時～4時
・会場：高松の池「風の又三郎」
・会費：千円（飲物付）
（3）被災者復興支援イベントの企画開催

（4）ふくし岩手ニュース発行：随時
（5）ホームページ更新：随時
（6）その他
第5号議案　　　　平成２７年度予算（案）
（単位　円）
収入の部
前年度繰越金
      　    173,730




年会費　　　　　   
　 　 30,000　　30名





寄付　  　　　　　　　      3,000　

雑収入　
              1,000　　
合計　　　　　　　        207,730




支出の部


通信費
　　　　　        　15,000　　はがき・切手代
事務費　                   15,000    コピー用紙、消耗品(インク)

印刷費
　　              　10,000　　ふくし岩手ニュース、資料・チラシ
会場費
　　　　　　         5,000　　定期総会
会議費
　　　　　           5,000　　役員会お茶代
謝金
                    20,000    健康づくり体操教室、講演会・交流会

交通費                     20,000    桜植樹会

雑費
                    20,000    ボランティア保険など
予備費　　　　　　　　     97,730
合計　　　　　　　　 　　 207,730
　



収入  207,730
円 － 支出  207,730 円　＝ 0円  

第6号議案　　　    役員改選（2015.7.26総会において承認）　
顧問　　　　　海妻　矩彦（再任）
野原　修一（再任）　　　　　
　　　　　　　　　工藤　重信（新任）
代表　　　　　千葉　健一（再任）　　　　　　
代表代行　　　佐々木　晃（再任）　　　　　
副代表　　　　四戸　好美（再任）　　　　　　
事務局長　　　佐藤　　明（再任）　
会計担当　　　佐藤　典子（再任）
幹事　　　　　古水　健吾（再任）
　　　　　　　岡崎　正道（再任）
　　　　　　　
監事　　　　　北田　治子（再任）　         　　　　
――――――――――――――――――――――――――――――――――――
第7号議案　　　その他
（メモ）
地域クラブ 「ふくし岩手」規約
第1条（名称・所在地）
本会は、「ふくし岩手」と称し、主たる事務所を盛岡市高松四丁目7番67号に置く
第2 条（目的）
本会は、東日本大震災をふまえ、いのちを守る政治と共生する時代の新たな地域社会を築くため会員同士が互助連帯絆を深め合い、福祉の向上を期することを目的とする
第3条（事業）
本会は、前条の目的を達成するため次の事業を行う
1　共助のネットワークを築き、福祉等の諸事業推進
2　被災地の早期復興と防災体制の強化に寄与
3　福祉事業に係る実践と交流・研究、講演会、国内外の先進地視察等
4　「ふくし岩手」の主旨に賛同する各種選挙への候補者の擁立・支援
5　関係団体・機関・政党との連携
6　その他本会の目的達成に必要な事業
第4条（会員）
本会は、第2条の目的に賛同し、入会申込書を提出したものをもって会員とする
第5条（役員）
本会に次の役員を置く
顧問　　　若干名
代表　　　 1名
副代表 　　若干名
事務局長　 1名
監事 　　　1名
幹事　　　若干名
会計 　　　1名
第6条（役員の選出及び任期）
1　役員の選出は、総会に置いて選出する
2　役員の任期は2年とする、但し再任は妨げない
第7条（会議）
1　代表は、年1回の通常総会その他必要に応じて臨時総会を開催する
2　代表は、必要に応じて役員会を招集する
第8条（会計）
1　本会の経費は、会費 (年間1,000円)、寄付、その他の収入をもって充当する
第9条（会計年度及び監査）
1　本会の会計年度は、毎年7月1日より翌年6月30日までとする。事業に係る経費はその都度会員の自己負担とする
2　会計責任者は、本会の経理につき、年1回の監事による監査を受け、その際、監査意見書を付して総会に報告する
第10条（規約の改廃）
本規約の改廃は、総会に置いて決定する
第11条（補足）
本規約に定めなき事項については、役員会で決定する
付則
本規約は、2011年（平成23年）7月27日より実施する
　平成24年7月15日一部を改正する（会計年度）
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